
　　　　

7 年 1 月 15 日

9 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 どんなに障害が重くても「地域の中でともに生きる」を合言葉に、地域に根ざした家庭的で温かいサービスを提供します

事業所名 　げんき（児童発達支援） 作成日支援プログラム（参考様式）

・色々な素材を使って制作を行ったり、季節の行事を体験してもらう
・自己選択・自己決定を大切にし、選択のサポートを行う
・個々の特性に配慮し、必要な配慮を行う

・言葉だけではなく様々な表現方法を汲み取り、コミュニケーションを図る
・気持ちを表出することを大切にし、コミュニケーションでの成功体験を積み重ねていけるよう支援する

・信頼できる大人との関係を深めながら、集団での参加を促していく
・集団での活動を通して社会性を育めるようサポートしていく

支援方針 利用者が自立した生活を地域社会の中で営み、豊かな人生を実現するための支援を粘り強く実行していく

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・入所式、夏祭り、クリスマス会、誕生日会
・季節の活動(お正月遊び、節分、バレンタイン、桃の節句、お花見、端午の節句、七夕、プール、お月見、ハロウィン等)

家族支援
・家族からの相談等に対応
・家族の負担を軽減できるよう基本母子分離での対応

移行支援 ・必要に応じて就学前の関係機関との情報共有・提供

地域支援・地域連携
・地域のボランティアさんを積極的に受け入れ、交流の場を設ける
・必要に応じて関係機関との情報共有や情報提供を行う

職員の質の向上
・内部研修実施(ヒヤリハット、虐待防止、感染症等)
・毎日のミーティング、月1回の支援会議を実施、職員間のコミュニケー
ションの強化を図っている

支　援　内　容

・生活習慣や生活リズムの形成、医療的ケアの実施
・栄養と利用者の身体状況に配慮したバラエティーに富んだ食事の提供
・健康状態の把握、嘱託医師による回診や摂食指導の機会の提供

・利用者の身体状況に合わせて理学療法士指導の下、自立歩行の訓練や身体の緊張が緩和できるようなメニューの実施
・音楽に合わせて身体を動かしたり、遊びやゲーム等を通して様々な感覚を養う
・安楽な姿勢作りを目指す
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